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商
工
会
に
は
自
社
の
事
業
を
通
じ
て
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
「
顔
晴
っ
て
い
る
」
会
員
さ

ん
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
は
、
栃

木
市
西
方
町
に
あ
る
㈱
飯
沼
さ
ん
の
飯
沼
邦

章
代
表
取
締
役
（
以
下
、
代
表
）
に
創
業
か
ら

現
在
ま
で
の
歩
み
や
事
業
に
か
け
る
想
い
な
ど

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

◇
は
じ
め
に
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　

昭
和
37
年
に
祖
父
が
柿
の
種
専
門
メ
ー

カ
ー
と
し
て
創
業
し
、
今
年
で
62
年
目
を
迎

え
ま
す
。
創
業
前
は
曾
祖
父
が
味
噌
や
醤
油

の
醸
造
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
タ
レ
」

に
は
特
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
餅

米
１
０
０
％
を
使
用
し
た
柿
の
種
の
「
本
種

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
を
は
じ
め
、
「
ふ
ん
わ
り
揚
げ

せ
ん
」
な
ど
様
々
な
種
類
の
あ
ら
れ
や
煎
餅
を

職
人
が
丹
精
込
め
て
製
造
し
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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■
混
乱
の
中
、
社
員
と
と
も
に
会
社

を
支
え
る

　

会
社
の
２
代
目
だ
っ
た
父
を
早
く

に
亡
く
し
た
飯
沼
代
表
は
、
大
学
卒

業
後
す
ぐ
に
初
代
の
祖
父
が
切
り
盛

り
す
る
会
社
を
手
伝
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
間
も
な
く
し
て
祖
父
も

病
に
倒
れ
、
製
造
と
経
営
の
経
験
が

少
な
か
っ
た
飯
沼
代
表
は
混
乱
の
な

か
に
あ
っ
た
と
い
う
。「
自
分
よ
り
も

大
変
な
人
は
た
く
さ
ん
い
る
」
と
自

身
を
奮
い
立
た
せ
、
商
工
会
の
職
員
、

製
造
現
場
の
社
員
や
信
用
金
庫
、
銀

行
の
職
員
、
税
理
士
に
教
え
を
請
い
、

業
務
の
傍
ら
懸
命
に
勉
強
を
重
ね
た
。

　

15
年
前
、
そ
の
大
変
だ
っ
た
時
期

を
代
表
と
し
て
会
社
を
支
え
た
母
の

後
を
継
ぎ
、
現
在
に
至
る
。

■
先
代
か
ら
続
く
経
営
革
新
の
歩
み

　

創
業
当
初
は
柿
の
種
を
一
斗
缶
に

入
れ
て
出
荷
す
る
原
料
販
売
が
主

ナ
ッ
ツ
」
が
選
出
さ
れ
、
見
事
、
金

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
商
品
開
発
へ
の
想
い

　

新
商
品
を
開
発
す
る
た
め
、
国
の

支
援
策
を
活
用
し
て
設
備
を
導
入
し

数
々
の
試
作
を
重
ね
て
い
る
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
味
に
も
挑
戦
し
た
こ
と
も

あ
り
「
外
し
た
試
作
品
は
星
の
数
ほ

ど
」
と
苦
笑
す
る
。
固
定
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
挑
ん

だ
経
験
は
、
商
談
で
の
提
案
力
と
ス

ピ
ー
ド
対
応
力
の
強
化
に
繋
が
っ
た
。

海
鮮
風
味
付
け
の「
い
か
お
か
き
」は
、

今
で
は
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

■
こ
れ
か
ら
も
地
元
に
親
し
ま
れ
る

企
業
で

　

飯
沼
代
表
は
「
質
を
重
視
し
、
地

元
の
人
に
『
こ
れ
、旨
い
ね
』
と
言
っ

て
も
ら
え
る
も
の
を
つ
く
り
た
い
」

ま
た
、「
取
引
先
や
知
り
合
い
の
方
が

弊
社
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て

も
助
け
ら
れ
て
い
る
」
と
語
る
。
商

工
会
の
青
年
部
長
も
務
め
た
飯
沼
代

表
。
西
方
地
域
の
雇
用
機
会
を
創
出

し
、
中
学
生
の
職
場
体
験
や
、
小
学

生
の
工
場
見
学
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

長
き
に
わ
た
り
地
域
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。
工
場
に
隣
接
す
る
ロ
グ
ハ
ウ

ス
風
の
直
売
所
に
は
、
今
日
も
多
く

の
お
客
様
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
る
。

あられや煎餅は様々な味が楽しめる

一貫した自社生産であり、最後は手作
業で袋詰めの作業を行う

(トータル「がん」の補償／「病気」の補償）「先進医療共済金」の補償を拡大します
これまで実費の約1/2 程度のお支払いでしたが、改定により実費相当程度の額をお支払いします。
シニア医療特約は満66～74歳は実費の８割程度、満75歳～80歳は実費の４割程度です。
※実費とは、先進医療の技術相当額をいいます。ただし、610万円が限度額となります。
※新たにご加入される場合は健康状態の告知が必要となります。なお、「病気」の補償のみのご加入はできません。
　ご加入は「けが」の補償とセットです。

令和５年１１月から開始 商工会の福祉共済「先進医療共済金」の補償を拡大します

だ
っ
た
。
東
京
に
運
べ
ば
売
れ
た
時

代
、
２
代
目
だ
っ
た
父
は
生
産
性
向

上
を
図
る
べ
く
製
造
ラ
イ
ン
を
設
備

し
、
増
産
に
成
功
。
当
時
と
し
て
は

画
期
的
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
生
産

能
力
を
活
か
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先

ブ
ラ
ン
ド
名
生
産
）
を
始
め
た
こ
と

で
、
会
社
の
基
礎
を
固
め
た
。

　

し
か
し
、
相
手
先
の
状
況
に
自
社

の
業
績
も
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、

飯
沼
代
表
は
複
数
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル

を
持
つ
こ
と
で
経
営
安
定
を
図
ろ
う

と
決
意
。
代
表
に
就
任
し
て
以
来
、

販
路
開
拓
と
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成

に
注
力
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
他
、
菓
子

問
屋
や
ス
ー
パ
ー
、
道
の
駅
や
ご
当

地
の
お
土
産
品
、
通
販
番
組
に
も
挑

戦
し
た
。
取
引
先
が
増
え
、
自
社
の

認
知
度
が
向
上
し
て
き
た
こ
ろ
、
口

コ
ミ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
吉
本
興

業
の
ご
当
地
商
品
応
援
企
画
、
主
婦

が
選
ぶ
「
２
０
１
７
よ
し
も
と
47
（
よ

ん
な
な
）シ
ュ
フ
ラ
ン
」で「
本
種
ピ
ー
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ご要望の多い一部の手続きについてオン
ライン手続きが出来ます。新規加入、掛
金払込証明書の電子交付、掛金月額の
増額減額、氏名・住所当の変更　など

■
御
社
の
概
要
に
つ
い
て

　

こ
じ
ま
寝
装
は
昭
和
58
年
に

創
業
。
「
寝
具
専
門
店
な
ら
で
は

の
確
か
な
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
で
快

適
な
眠
り
を
提
供
す
る
」
を
経

営
方
針
の
も
と
、
羽
毛
の
含
有
割

合
に
よ
る
性
能
、
品
質
な
ど
を
的

確
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
強
み
だ
。
厳
選
し
た
羽
毛

布
団
の
販
売
を
主
に
、
寝
具
の
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、

多
く
の
お
客
様
か
ら
好
評
を
博
し

て
い
る
。

■
魅
力
あ
る
お
店
づ
く
り
を
目
指

し
て

　

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
環
境
が

変
化
し
、
創
業
以
来
続
け
て
き
た

訪
問
販
売
の
手
法
に
不
安
を
感

じ
て
い
た
小
島
代
表
は
、
商
工
会

の
「
ワ
ク
ワ
ク
系
の
店
づ
く
り
」

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
講
師
の
話
を

聞
く
う
ち
に
、
環
境
に
合
わ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
手
で
顧
客

を
創
造
し
、
店
の
個
性
を
出
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
気
づ

き
を
得
た
。
そ
れ
以
来
、
「
魅
力

あ
る
お
店
づ
く
り
」
を
念
頭
に
、

季
節
感
を
取
り
入
れ
た
接
客
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
工
夫
し
て
い
る
。

今
は
も
う
止
め
て
し
ま
っ
た
が
、

「
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
凄

い
お
店
」
と
し
て
こ
じ
ま
寝
装
を

覚
え
て
い
た
だ
い
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
補
助
金
活
用
の
き
っ
か
け
や
内

容
は

　

寝
具
は
買
い
換
え
サ
イ
ク
ル

が
長
い
部
類
な
の
で
、
日
頃
か
ら

「
新
規
の
お
客
様
に
来
て
も
ら
う

に
は
」
と
思
案
し
て
い
た
小
島
代

表
は
、
商
工
会
の
遠
藤
課
長
に
常

に
相
談
し
、
補
助
金
の
知
ら
せ
が

あ
る
度
に
ア
イ
デ
ア
を
実
行
に
移

し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
持
続
化

補
助
金
を
活
用
し
て
「
居
心
地
の

小規模事業者持続化補助金レポート小規模事業者持続化補助金レポート小規模事業者が商工会と
一体となった取組み

小島三利代表（中央）、奥様の美奈子氏（左）、
野木町商工会の遠藤課長（右）

住
　
所
　
下
都
賀
郡
野
木
町
友
沼
６
４
２
９
―
２

電
　
話
　
０
２
８
０-

５
６-

１
８
９
４

野木町

こ
じ
ま
寝
装

良
い
店
舗
へ
の
改
装
」
や
「
当
店

の
特
徴
を
知
っ
て
頂
く
た
め
の
広

告
」
に
取
組
み
、
３
回
目
と
な
る

今
回
は
、
「
商
圏
を
広
げ
る
た
め

の
取
組
」
と
し
て
、
チ
ラ
シ
の
作

成
・
配
布
を
行
っ
た
。
チ
ラ
シ
に

は
お
勧
め
す
る
商
品
の
品
質
基
準

や
そ
の
理
由
を
大
き
く
掲
載
し
、

文
言
や
デ
ザ
イ
ン
も
奥
様
と
二
人

で
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ

る
も
の
と
な
っ
た
。
作
成
し
た
チ

ラ
シ
は
、
寒
冷
期
に
お
け
る
売
上

創
出
と
新
規
顧
客
創
出
を
見
込
ん

で
、
秋
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
配

布
し
た
。

■
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
い

か
が
で
し
た
か

　

今
回
、
初
め
て
古
河
市
エ
リ
ア

に
も
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
以

上
の
反
響
が
あ
っ
た
。「
寝
具
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
し
た
い
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
、

多
く
の
方
に
来
店
頂
き
、
新
規
顧

客
の
獲
得
に
繋
が
っ
た
と
い
う
。

　

小
島
代
表
は
、
「
商
工
会
が
申

請
書
の
書
き
方
か
ら
事
業
遂
行
報

告
書
作
成
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
の
で
、
持
続
化
補
助
金
は
と

て
も
使
い
や
す
い
制
度
だ
と
思
い

ま
す
。
皆
様
に
も
お
勧
め
し
た
い

で
す
。
」
と
に
こ
や
か
に
語
っ
て

く
れ
た
。

　
取
材
後
記

　

現
在
、
野
木
町
商
工
会
の
会
長

を
務
め
ら
れ
て
い
る
小
島
代
表
。

「
経
営
環
境
の
変
化
に
先
手
を
打

つ
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
」
と

今
日
ま
で
を
振
り
返
ら
れ
た
。
書

面
で
な
く
て
も
小
島
代
表
の
胸
中

に
は
常
に
事
業
計
画
が
あ
り
、
会

話
を
通
じ
て
奥
様
と
共
有
化
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
補
助
金
を
上

手
に
活
用
で
き
た
理
由
だ
と
感
じ

た
。

店舗の外観
洋風でお洒落な建物が印象的

商品の特長を明確に記載したチラシ
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無担保・無保証の 
｢マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金）｣ のご案内

　マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金）とは、商工会の推薦に基づき、
日本政策金融公庫が融資を行う国の制度です。経営改善を図ろうとする多くの事
業者にご利用いただいています。詳細は商工会にご相談ください。

対象となる方 ： □従業員 20 人以下（宿泊業と娯楽業を除く商業・サービス業は５人以下） 
 　の法人・個人事業主
 □原則６ヶ月以上、商工会の経営・金融指導を受けて事業改善に取り組
 　んでいる方
 □最近１年以上、同一商工会の地区内で事業を行っている方
 □税金（所得税、法人税、事業税、住民税等）を完納している方
 □日本政策金融公庫の融資対象業種を営んでいる方
資 金 使 途 ：  運転資金、設備資金
融資限度額 ： 2000 万円以内（運転資金、設備資金合計）
返 済 期 間  ：  運転資金は７年以内（据置期間１年以内）、設備資金は 10 年以内（据置期 
 間２年以内）
金　　　利 ： 1.20％（令和 5 年 10 月 2 日現在）／金融情勢により変動）

伴走支援の
現場から

■
商
工
会
職
員
の
訪
問
が
き
っ
か
け
に

　

三
東
ゴ
ム
は
工
作
機
械
や
Ｐ
Ｃ
、

文
房
具
の
部
品
に
至
る
ま
で
、
多
種

多
様
な
ゴ
ム
製
品
を
製
造
し
て
い

る
。
中
村
一
行
前
代
表
が
50
年
前
に

創
業
。
緻
密
な
技
術
に
よ
る
高
品
質

な
製
品
が
信
頼
を
得
て
、
実
直
に
仕

事
を
続
け
て
き
た
。
自
身
の
年
齢
を

顧
み
て
「
75
歳
ま
で
に
は
引
退
し
て

第
２
の
人
生
を
歩
み
た
い
」
と
考
え

て
い
た
が
、
後
継
者
が
見
つ
か
ら
ず
、

「
将
来
的
に
は
廃
業
」
が
頭
を
よ
ぎ
っ

て
い
た
。

　

内
情
を
察
し
た
商
工
会
の
大
金
課

長
が
、
栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
共
に
前
代
表
の
元
を
訪
れ

た
。
前
代
表
が
「
候
補
者
は
何
人
か

い
る
が
、
伝
え
ら
れ
ず
に
い
る
」
と

胸
の
内
を
明
か
し
て
く
れ
た
た
め
、

大
金
課
長
と
同
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
前
代
表
の
心
情
を

尊
重
し
な
が
ら
、
定
期
的
な
訪
問
を

重
ね
る
こ
と
に
し
た
。

　

な
か
な
か
進
捗
が
見
ら
れ
ず
２
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
転
機

が
訪
れ
た
。
息
子
の
寛
之
氏
が
勤
務

先
を
退
職
し
、
後
継
者
に
な
る
こ
と

を
決
断
し
た
の
だ
。
大
金
課
長
と
対

話
を
重
ね
、
考
え
を
整
理
し
て
い
た

前
代
表
も
す
ぐ
に
寛
之
氏
に
承
継
す

る
決
断
が
で
き
た
。
寛
之
氏
は
「
子

供
の
頃
か
ら
父
の
背
中
を
見
て
き

た
。
心
の
片
隅
に
は
い
つ
か
継
が
な

け
れ
ば
と
い
う
想
い
は
あ
っ
た
。」

と
当
時
を
振
り
返
る
。

■
収
益
力
の
強
化
に
取
り
組
む

　

寛
之
氏
は
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

で
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
開
発
分
野

で
の
実
績
は
あ
る
が
、
家
業
に
つ
い

て
は
全
く
経
験
が
な
か
っ
た
。
特
に

経
営
面
に
つ
い
て
は
大
金
課
長
に
相

談
で
き
て
助
か
っ
た
と
い
う
。
前
代

表
が
一
人
で
全
て
を
掌
握
し
て
い
た

た
め
、
ま
ず
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
見

え
る
化
に
着
手
し
た
。
大
金
課
長
は

Ｉ
Ｔ
の
専
門
家
派
遣
や
、
補
助
金
の

紹
介
、
金
融
面
で
の
支
援
な
ど
で
寛

之
氏
を
後
押
し
し
、
業
務
効
率
化
を

図
る
こ
と
に
成
功
。
作
業
時
間
の
短

縮
と
利
益
率
増
加
の
目
処
が
つ
い

た
。

■
取
引
先
で
ま
さ
か
の
・
・
・

　

今
年
１
月
、
寛
之
氏
は
代
表
に
就

任
し
た
。
前
代
表
と
取
引
先
へ
挨
拶

に
伺
う
と
、
各
部
署
の
社
員
が
総
出

で
出
迎
え
て
く
れ
る
な
ど
、
ま
さ
か

の
大
歓
迎
を
受
け
た
と
い
う
。
事
業

承
継
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
今
後
も

左から、中村一行前代表、中村寛之代表、喜連
川商工会の大金課長

１円玉より遙かに小さいゴム製の部品。
繊細な技術が求められる

三 

東 

ゴ 

ム

住
　
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

さ
く
ら
市
葛
城
２
３
５
–
２

０
２
８
（
６
８
６
）
４
１
０
７

喜連川

　

事
業
承
継
の
支
援
は
地
域
経
済
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
だ
が
、
事
業
所
毎
に

状
況
が
違
う
た
め
、
難
し
い
支
援
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
喜
連

川
商
工
会
は
巡
回
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
事
業
承
継
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を

活
用
し
、
令
和
元
年
か
ら
現
在
ま
で
手
が
け
た
支
援
案
件
数
４
件
の
う
ち
３
件

を
成
立
さ
せ
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は
三
東
ゴ
ム
さ
ん
と

大
金
課
長
の
支
援
事
例
を
紹
介
す
る
。

任
せ
ら
れ
る
と
い
う
安
心
感
か
ら

か
受
注
量
が
増
加
す
る
な
ど
、
取

引
先
に
と
っ
て
も
協
力
企
業
の
事

業
承
継
は
大
き
な
関
心
事
項
だ
っ

た
こ
と
が
伺
え
た
。

　

寛
之
代
表
は
、「
事
業
を
継
ぐ
と

伝
え
た
と
き
、
父
の
ほ
っ
と
し
た
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
安
堵
し
た
。

今
は
熱
意
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
真
剣
な
眼
差
し

で
語
る
。
父
の
想
い
と
「
１
０
０
％

良
い
も
の
を
作
る
」
と
い
う
企
業

理
念
と
と
も
に
寛
之
代
表
は
新
し

い
未
来
を
歩
ん
で
い
く
。
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インボイス制度に対応するために確認しておくこととは？

Q．【売手の対応】１０月１日を迎えても登録通知書が届かないが、どうインボイスを
交付するか？

Q．【買手の対応】売手から登録番号のないインボイスを受領したのち、登録番号の
お知らせ等が届かないまま申告期限を迎えたが、仕入税額控除を行ってよいか？

　事後的に交付されたインボイスや登録番号のお知らせを保存することが必要です
※保存できなかった場合、翌課税期間において仕入税額控除を調整することとして差し支えありません

　ただし・・・　全ての取引の都度、確認が必要となるものではなく、取引先の規模や関係性、取引
の継続性などを踏まえ、事業者においてその頻度等をご判断いただくこととなります。
　　　　　　（例）	 新規取引先との取引 	 ：取引に入る前の確認が重要
	 	 継続的に取引がある企業との取引 　：都度の確認はしない

Q．売手からインボイスを受領したが、登録番号が適正なものか取引の都度確認する必要は？

A．インボイスの適正性（番号が有効かどうか）は事業者においてご確認いただく必要
があります。

Ａ．事前にインボイス発行事業者の登録を受ける旨が確認できたときは、受領した登録
番号のない請求書等に記載された金額を基礎として、仕入税額控除を行うこととして
差し支えありません

Ａ．下記のいずれかの方法で対応できます
❶．事前にインボイスの交付が遅れる旨を先方に伝え、通知後にインボイスを交付する
❷．通知を受けるまでは登録番号のない請求書等を交付し、通知後に改めてインボイスを交付し直す
❸．通知後に既に交付した請求書等との関連性を明らかにした上で、インボイスに不足する登録番号
を書類やメール等でお知らせする

※登録を受けた場合、自ら届け出等しない限り有効であり、取消しも課税期間（原則１年）単位でしかでき
ないため、これらも踏まえてご検討ください。
※少額特例の適用を受ける方や、簡易課税制度や２割特例を選択する方は、仕入税額控除にインボイスの保
存は不要ですので、上記対応は不要です。

※基準期間における課税売上高が１億円以下又は特定期間における課税売上高が５千万円以下の事業者は
１万円未満の課税仕入れについて、帳簿の保存のみで仕入税額控除が可能（「少額特例」）ですので、上記
対応は不要です。

◆ ご不明な点などがありましたら、商工会にご相談ください
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窓口相談

セミナー
実地研修

情報の発信

専門家派遣

「とちぎ自動車部品サプライヤー支援拠点」のご案内

【お問合せ先（相談窓口）】とちぎ自動車部品サプライヤー支援拠点
　（ＴＥＬ）０２８－６７０－２６０１　　　 （ E-mail）asmikata@tochigi-iin.or.jp

 （公財）栃木県産業振興センターでは、経済産業省の実施する「令和５年度カーボ
ンニュートラルに向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業（地域支援拠点
運営事業）」の委託を受け、令和４年度に続き当センター内に設置した「とちぎ自
動車部品サプライヤー支援拠点」において、各種支援事業を実施しておりますので、
お気軽にご相談、ご参加ください。

　

９
月
27
日
か
ら
29
日
に
か
け

て
、
６
年
ぶ
り
と
な
る
商
工
会
長

研
修
を
富
山
・
石
川
方
面
で
開
催

し
、
県
内
の
各
商
工
会
長
ら
25
名

が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
初
日
は
、
富
山
県
内
で

「
五
箇
山
合
掌
の
里
」
を
視
察
し
、

茅
葺
き
屋
根
で
使
わ
れ
る
「
お
が

ら
」
が
栃
木
県
内
か
ら
も
供
給
さ

れ
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
、
古

く
か
ら
続
く
経
済
交
流
に
想
い
を

馳
せ
た
。
ま
た
、
２
日
目
は
、
富

山
市
内
を
結
ん
だ
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
に
乗
車
し
、
公
共
交
通
を

軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
視
察
。
宇

都
宮
芳
賀
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
線
（
ラ

イ
ト
ラ
イ
ン
）
に
は
な
い
中
心
市

街
地
を
周
遊
で
き
る
利
便
性
か

ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
可
能

性
を
体
感
し
た
。

　

３
日
目
の
石
川
県
内
で
は
、
平

日
の
昼
間
か
ら
多
く
の
市
民
等

で
賑
わ
い
、
藩
政
時
代
か
ら
約

３
０
０
年
の
歴
史
を
誇
り
、
金
沢

の
中
心
に
あ
る
「
近
江
町
市
場
」

な
ど
を
視
察
。
地
方
誘
客
と
市
民

の
台
所
と
い
う
２
つ
の
機
能
を
発

揮
す
る
商
店
街
と
店
頭
販
売
の
工

夫
を
学
ん
だ
。

　

北
陸
新
幹
線
の
開
通
と
延
伸
に

期
待
す
る
地
元
経
済
界
、
観
光
業

界
の
活
気
を
肌
で
感
じ
る
研
修
と

な
っ
た
。

商
工
会
長
視
察
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ライトレールに乗車し社員の解説に耳を傾ける参加者

近江町市場では、陳列やＰＯＰなどの販
売方法の工夫を学んだ



P.7

　

７
月
13
日
、
県
青
連
（
小
林
信

作
会
長
）
は
主
張
発
表
会
を
栃
木

県
青
年
会
館
コ
ン
セ
ー
レ
で
開
催

し
た
。
県
内
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

選
抜
さ
れ
た
４
人
が
出
場
。
黒
羽

商
工
会
青
年
部
の
副
部
長
で
自
動

車
販
売
・
整
備
業
を
営
む
長
繁
伸

氏
が
「
僕
と
青
年
部
～
青
年
部
が

与
え
た
影
響
」
の
題
で
発
表
し
、

優
勝
し
た
。

　

長
氏
は
初
め
て
参
加
し
た
青
年

部
で
収
益
の
増
加
や

ア
イ
デ
ィ
ア
の
実
現

の
た
め
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
先
輩
部

員
の
姿
に
感
銘
を
受

け
た
と
い
う
。
今
の

自
分
に
は
何
事
に
も

挑
戦
す
る
意
欲
が
足

り
て
い
な
い
と
実
感

し
、
青
年
部
活
動
で

学
ん
だ
こ
と
を
自
社

に
反
映
さ
せ
て
み
よ

う
と
挑
戦
。
そ
の
結

果
、
収
益
化
が
望
め

る
部
分
の
明
確
化
と

無
駄
の
削
減
に
繋
が

り
、
念
願
だ
っ
た
黒
字
経
営
へ
の

転
換
に
成
功
し
た
こ
と
な
ど
を
発

表
し
た
。

　

長
氏
は
、「
青
年
部
に
所
属
で

き
た
こ
と
は
、
僕
の
人
生
の
分
岐

点
に
な
っ
た
。
新
し
い
価
値
を
創

造
し
、
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
で
、

今
後
の
黒
羽
地
域
や
若
い
部
員
に

良
い
影
響
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
き
た
い
。」
と
想
い
を

語
っ
た
。

出場した左から那須烏山の三森常任委員、優勝した黒羽の長副部長、
壬生町の毛塚常任委員、足利市坂西の澤田常任委員

  
栃
木
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
　
主
張
発
表
会
　

　
　
長
　
繁
伸
氏
（
黒
羽
）
が
優
勝



商 工 連 と ち ぎ

発
行
所
／
栃
木
県
商
工
会
連
合
会　
　

☎
０
２
８
（
６
３
７
）
３
７
３
１　
　
　
　
　
　

印
刷
／
株
式
会
社
松
井
ピ
・
テ
・
オ
・
印
刷

　

皆
様
に
、
商
工
会
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

県
内
各
地
の
商
工
会
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

栃
木
市
西
方
地
区
は
、
歴
史
を

感
じ
る
地
域
で
あ
り
「
八
百
比
丘

尼
（
お
び
く
に
）
堂
」
な
ど
の
文

化
財
や
、
思
川
沿
い
の
桜
並
木
の

「
金
崎
の
さ
く
ら
」が
有
名
で
す
。  

　

当
商
工
会
で
は
、近
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
Ｈ
Ｐ
の
内
容
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
さ
ん
を
随
時

ア
ッ
プ
し
、
掲
載
事
業
者
の
認
知

度
向
上
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

▲左から、川﨑真吾主任、上野光春局長、山岸弘幸会長、
　下髙豪斗主事補

　

地
域
振
興
事
業
で
は
、「
西
方

商
工
会
ス
ー
爺
サ
ン
タ
の
軽
ト
ラ

市
」
を
令
和
５
年
10
月
29
日
（
日
）

に
４
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
ほ
か
、

「
に
し
か
た
地
域
応
援
Z
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
の
実
施
や
、
町
内
共

通
商
品
券「
八
百
比
丘
尼
商
品
券
」

の
発
行
な
ど
、
引
き
続
き
地
元
商

店
等
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
に
密
着
し
た
商
工
会
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
商
工
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

       

▼
西
方
商
工
会
▲

商工会では新規会員を
募集しています

是非、
お仲間をご紹介ください。

詳しくは、最寄りの商工会まで
ご連絡ください。

商工会ビジネスプラスカード

中小企業・小規模事業者の賢い選択。 キャッシュバック
で経費削減！

年会費無料！
一般カードのみ
※ 年間 万円以上の

ご利用で次年度年会費無料

おトクな
入会特典も！

栃 木 労 働 局
最低賃金特集ページ


